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還流する移民

中国 と華人社会 シンガポールを往来する中国人か ら 一

鍋 倉 聰

は じめに

華人、マ レー人、イン ド人、その他か ら成る多人種 〔P・多民族社会 として知 られるシ

ンガポールに、現在新たに加わっているのが、中国大陸出身者である。

国境 を越 えた人口移動が珍 しいこ とではない中、 この場合で特徴的なのは、 シンガポー

ルの人口の77%を 華人(21が 占めるこ とだ。中国大陸出身者 とホス ト社会のマ ジ ョリティ

とが、 ともに 「チ ャイニーズ」 として括 ることができるのである。

エスニシテ ィ、 ネー ション(ナ シ ョナ リティ)、 ステー トを用いて言えば、 シンガポー

ル華人と中国人は、チャイニーズ としてエスニシテ ィを同 じくする と言えるが、 シンガポ

ール人及び中国人 として、ナショナリテ ィは異 なる。そ して、 シンガポールというネー シ

ョン ・ステー トが、徹底 した人種 ・民族政策、移民政策を通 して関係するのである。 この

事例では、エスニ シティ、ネー ション、 ステー トのせめぎ合いが、見えやすい形で表れて

いる と言えよう。 シンガポールの中国人に関す る予備 的調査を踏 まえた具体 的事例か ら、

これらの関係 について考察を進め るのが、本稿の 目的である。

本稿では、シンガポールにおける中国人増加のプル要 因として、シンガポール政府の移

民政策 をとり上げ、それを多人種主義 と呼ばれる一連の人種 ・民族政策に位置付ける。続

いて、 シンガポールでの中国人へのパ イロッ ト調査 をもとに、華人社会 における中国人の

態様について明 らかに し、最後で考察 を進める(%

qlシ ンガポールでは、「Ethnicity(エ スニシティ)」 ではなく、「Race(人 種)」 という語が公文書

や日常生活で広 く用いられている。これは、各 「人種」間の違いを強調する多人種主義政策(後 述)と 「関

連する。
1∂本稿では

、シンガポールなど中国以外のチャイニーズ系住民を 「華人」とし、中国の住民 を 「中

国人」とする。「中国人」と 「華人」を合わせて言及する際には、「チャイニーズ」という語を用いる。
`3)筆者は

、1998年 か ら2001年 にかけて、シンガポール国立大学に所属し、「シンガポール多人種主

義に関する比較社会学的研究」というテーマで、団地でのエスニシティの発現形態について調査研究を行

った。その過程で行う機会を得た中国大陸出身者に対する聴き取 りをベースに、本稿は成り立っている。
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1シ ンガポールでの中国人増加 と多人種主義

1-1シ ンガポールでの中国人増加

かつて人口の往来が活発 に行われていた中国 とシンガポールだが、1965年 に独立 したシ

ンガポール共和 国が中華人民共和 国と正式に国交を結んだのは、ようや く1990年 のことで

あった。マ レーシア、フィリピン、 タイといった周辺のASEAN諸 国がアメリカ合衆国に

ならって1974～75年 に中華人民共和国 と国交を開いたのに比べて、 シンガポールの国交成

立が遅れたことについて、「『エスニ ックな理 由』があるため、国交 はASEANの 最後 にす

ると宣言 した。中国に近づ きす ぎて、近隣諸国の疑惑 を招 きた くなか ったのである」(綾

部 ・石井編1994:223)と いうように、華人が多数 を占める ことを理 由に説明されること

が多い。

国交成立後、シ ンガポー ルと中国の関係 は急速に深 まった。1992年 には、 郡 小平が、

「シンガポールの社会秩序 は良い と言える。 シンガポールは管理が厳 しく、我 々は シンガ

ポールの経験 を借 りるべ きで、それ よ りもさらに よく管理 していかなければならない」

(郡1993:378)と 述べたほか、両国による蘇州工業団地の共同開発 も始 まった。両 国間を

行 き来する人数 も急増 し、シンガポールを訪れた中国人は、1982年 には1,276人 だったのが、

国交成立後の1991年 には42,333人 に増 え、1999年 には372,881人 となったのである(『 新中

建交十年1990-2000』:184)。 このうち、本稿では中国人増加 に注 目し、 とくにシンガポ

ール側のプル要因について、以下検討 してい く。

1-2シ ンガポールでのプル要因

シンガポールでのプル要因 として挙げ られ るのが、シンガポール政府の移民人口政策で

ある。 ゴー=チ ョク トン現 シンガポール首相が、第一副首相時代の1989年 に行った次のス

ピーチが、それをよく表わ している。出生率低下への対策 として、香港か らの移民に大量

の永住許可証 〔のを発効す ることを決めた政府の政策 を説明 した際の発言である。

エスニック ・バ ランスが崩れると心配する必要はあ りません。現在の私たちの社会の調和 し

〔4}シンガポール政府か ら永住許可証を得て永住者となることを、本稿では 「永住化」 とする。永住

者は、PermallentResidentを 略 して、「PR」 と呼ばれる。 また、市民権を得てシンガポール市民 となるこ

とを、本稿では 「市民化」 とする。
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た多人種のバラ ンスを維持す るのが、政府の政策です。人口が260万 人 でも、320万 人で も、

400万 人で も、現在のエスニ ックのバラ ンスが維持 され ます。 もし華人の割合が76%を 超 え

た ら、[東 南 アジア]地 域 か らのマ レー人やイ ン ド人の数 を増やすで しょう。(Straits

Times1989/7/30,Siddique1990:38,59-60)

移民 を永住者化 させ ることで人口を増や し、さらにその際に、現在の華人が多数を占め

る人種バランスを政府によって意図的に維持 しようとい うのである。

シンガポールの人口政策が実際この通 りに進め られたかどうかは、人口統計 を見れば一

目瞭然のはずである。 しか し、シンガポールでは、永住者化 ・市民化 した移民の出身国別

一覧、人種別一覧などのデー タは、筆者の知る限 り公表 されていない。そ もそも国勢調査

は、国家 にとって都合の良い政治的行為であるが、 とくにシンガポールでは、その傾向が

強いと言える。そこで本稿では、十年 ごとに行われる国勢調査の うち、1990年 と2000年 の

結果 を比較す ることで、その一部 を示すことを試みる。

1990年 の 国勢調 査 によれば、 シ ンガポー ル人の人 口i51は273.5万 人 で、その うち、

77.8%が 華人、14.0%が マ レー人、7.1%が イン ド人、1.1%が その他だった。それが、十年

後の2000年 には、人口は326.3万 人へ と50万 人以上 も急増 した。市民の増加率が1.3%だ っ

たのに対 して、永住者 は毎年10%増 加 し、1990年 には全人口の3。7%だ ったのが、2000年 に

は7.2%を 占めるに到 っている。人口増加の多 くが、大量の移民 を住民に組み込んだこ とに

よることが分かる。 しか し、 これだけ人口を意図的に増や したにもかかわ らず、人種割合

は10年 前 とほぼ同 じく、各々76.8%、13.9%、7.9%、1.4%の ままだ。人口の不 自然増加の

中、人種別割合は注意深 く維持 されたのである(C飢8μsげPopμZα'`oη2000,1巻:v血,

9)a

この不 自然 さは、 シンガポール政府で も手 を加 えることが難 しい1歳 未満の子供の人口

比 を見 ることで も窺える。華人は69.9%、 マ レー人は19.5%、 イ ンド人は8.7%、 その他は

1.9%で 、人口比 と比べて明 らかに華人が少ない(同38)。

移民 の永住者化 の実態 を示す デー タと して用い られるのが永住 者の 人種 別割合で 、

76」%が 華人、4.1%が マ レー人、14.9%が イン ド人、4.9%が その他である(同37)。 マ

レー人が極端に少ない。永住者化及び市民化 を総合 したデータとして使えるのが、住民の

出生国別の割合で、「中国、香港、台湾」 出生の華 人が14.5万 人 にのぼ り、華人全体 の

7.1%を も占める(同57)。 また、海外出生 のシンガポール住民のうち、80.1%が 華人であ

19シ ンガポールの統計では
、国籍をもつ市民と永住許可を得た永住者を足 した数が、人口とされる。
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る(同57)。

さらに、「数及び質の両方での人口減少に対す るため、私 たちは、移民政策 を緩和 し、

永住者の地位 を香港人に与えることを決めました」(StraitsTilnes1989/7/30)と いうゴ

ー第一副首相(当 時)の 発言にあるように、シンガポール政府は移民の 「量」だけでな く

「質」にも配慮 している。発言の背景に、当時 シンガポールでは、「人材」の国外流出が 問

題になっていたことがあった。意味政策はす なわち人材獲得政策なのである。住民化され

る移民は、 シンガポール政府 によって学歴その他で 「人材」 と見な され なければな らな

いo

この流 れの延長線上 に中国人の人材獲得政策があ り、それが中国人大量流入のプル要因

となった ことは明白である。 リー=ク ア ンユー上級相(前 首相)は 、「外来人材 を受け入

れなければ、我が国は二三流国家に成 り下がって しまう」 という旨の発言で、次の ように

述べた。

中国は13億 の人口があり、必要な人材を提供することができます。私たちは、300万 の 人口

だけですか ら、卓球やバ ドミン トンの選手だけでな く、その一部の人材が来 るのを受け入

れなければな らないの です。私た ちは、彼 らを歓迎 しなければな りませ ん。(聯 合早報

2002!8!17)

しか し、中国人を実際 にどの くらい永住者化 ・市民化 したかは、統計的には分か らない。

先に述べ たように、永住者化 ・市民化 した移民の出身国別一覧が、公表 されていないか ら

だ。

ただし、その一端については、華人住民の方言集団別人口割合 を見 れば分かる。華人住

民は福建や広東 など9の 方言集団別 に分類 されているが、 どの方言集団にも分類 されない

「その他」が、9万 人以上を占める。その多 くが中国北部出身者 だと言える(Ceπsω80プ

Popμ 」α'めπ2000,1巻:45)。

見方を変えれば、 中国人の永住者 ・市民の数が単独で明らかにされていないことに、逆

に注 目しなければな らない。 中国人 は、シンガポール華人、台湾人、香港人 と同 じく 「チ

ャイニー ズ」であることが前提にされているのである。その背景には、シンガポールの住

民 を、 「華 人」 「マ レー人」 「イ ン ド人」「その他」のいずれかに分類す る、 「多人種主義

(Multiracialism)」 と呼ばれる一連の人種 ・民族政策がある。次項で、 この多人種主義 に

ついて検討する。
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1-3多 人種主義

多 人種 主 義 は 、 シ ン ガ ポ ー ル住 民 の ア イデ ンテ ィ テ ィや 文 化 を全 てCMIO

(Chinese1Malay!Indian10thers)別 に分けた上で、CMIO別 の多様性 を強調す る、一種の

多文化主義政策である ㈹。多人種主義政策は、言語政策や住宅政策等で幅広 く行われ、住

民の生活 に直接影響を及ぼ し、それか ら逃れ ることがで きない(鍋 倉1997:162)。

多人種主義の下、「華人は より華人に、マ レー人はよりマ レー人 に、イ ンド人はよ りイ

ンド人になるような圧力の下 に置かれる」(Ben典min1976:124)が 、華人に関 して言え

ば、よ り華人になるための華人性(チ ャイニーズネス)の 核 として、華語(中 国語)σ1が

位置付け られる。一たん華人 に分類 されれば、実際 に華語 を用いているか どうかに関わ り

なく(81、華語が 「母語」 とされ、受験に必須の第二言語 としてその学習が事実上義務付け

られる。1979年 に 「スピー ク ・マ ンダリン」(華 語 を話そう)キ ャ ンペー ンが始 まって以

来現在に至 るまで、華語の促進が続け られているが、それには、中国式の 「正 しい」華語

を話す ことも含 まれる。中国式の 「正 しい」華語を話す担い手 として格好なのが、中国人

にほかならない。

多人種主義の下、住民化 された中国人、香港 人、台湾人は全 て、「華人」 として登録 さ

れ る。 中国人を受け入れ ることで、単に華人の数を確保す るだけでな く、 より 「正 しい」

華語を話す よ り華人的 な華人 としての質 をも確保できるのだ。中国人の受け入れは、多人

種主義 を強化するにあたって実に都合がいいと言 える。

こうして、中国か らの移民 を多 く受け入れ、それ を 「華人」 と分類す ることによって、

「華人」の人材が多数を占めた上で、多人種か ら成 る多様性が謳 われる、シンガポールの

「多人種」社会が築かれ運営 されるのである。多人種主義政策は、国家によってCMIO別

のエスニ シテ ィさらには人種が強調 される政策 と言 えるが、中国人積極的受け入れの移民

政策は、 この多人種主義の一環 と捉えることができよう。

中国人は、決 して少数派のその他 ・外国人ではな く、中国人=華 人 として、その まま受

け入れ社会のマ ジョリテ ィに組み込めることが前提 となっている。同 じ 「チャイニーズ」

として、移民の中国人は、 シンガポール華人 との間に溝がない ことが前提になっているの

{ω 「多 人種 主 義(Multiracialism)」 に つ い て はBenjamin(1976)
、CMIOに つ い て はSiddique

(1990)を 参照 。
171現 在 中 国 で標 準 語(普 通 話)と され て い る 中 国語 は

、 シ ンガ ポ ー ル で は 「華 語」 と呼 ば れ る。
lm「 ス ピ ー ク ・マ ン ダ リ ン」 が 始 ま

っ て20年 以 上 経 っ た2000年 の 統 計 に よれ ば 、 シ ンガ ポ ー ル の 華

人 の うち 、 家 庭 で 最 も話 す 言語 が 華語 だ と答 え た の は、45.1%で あ った 。 その ほ か 、 華i語方 言 が30.7%、 英

語が23.9%を 占め た(CensusofPopulation2000,2巻:98)。 なお 、1980年 の 国 勢 調 査 で は 、 華 人 を世 帯

主 とす る家 族 の うち 、 華 語 を主 に 用 い るの は13.1%で あ っ た(CensusofPopulationl990,3巻:6)。
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だ。移民 とホス ト社会の間にギ ャップはなく、移民 をその ままホス ト社会のマジョリテ ィ

に組 み込んでいけるこ とを前提に していたこ とが、他の移民状況にはない大 きな特徴だ と

言える。

2シ ンガポールの中国人

2-1調 査の方法 とその位置付 け

一方、当のシンガポールの中国人は、中国人 と華人について、 どう捉 えているのだろう

か。徹底 した移民政策が行われているシンガポールで、自らのシンガポールでの存在が政

府に よって担保 されている中国人移民か ら、政府 の文脈以外 の声を聞 くのは難 しい。 こう

した中、筆者は、2000年11月 か ら2001年4月 にかけて、シンガポールの中国人49人 を対象

に、パ イロ ット的なア ンケー ト調査を行った。筆者が直接 質問 したほか、アンケー ト用紙

を渡 した中国人留学生3人 が質問 した。

回答者の内訳 は、別表 として末尾に載せた。39人 が自費留学生、4人 が駐在員、3人 が

労働者、2人 が招待留学生、1人 がその他であった。これ らは、前章のシンガポール政府

の移民政策を踏 まえれば、次の表の ように位置付 けることがで きる。縦軸は、招聰 されて

来たのか、 自費で来たのか、の違いによる分類。横軸は、滞在 目的に よる分類である。

表:シ ンガポールの中国人の諸類型

招 聰

自 費

就 職

(1)政 府の招聰、駐在員

(3)外 国人労働者

就 学

(2)招 待留学生

(4)自 費留学生

(1)は 、 シンガポール政府が優秀な人材 として招聰 した者及び、民 間会社や中国政府

が派遣 した駐在員である。エ ンプロイメント(雇 用)パ ス(EmploymentPass=EP)が

支給 される。

(2)は 、人材の卵 としてシンガポールの学校が中国か らスカウ トして大学や高専で学

ばせ る 「優秀な学生」である。奨学金などが給付 されるかわ りに、卒業後一定期間シンガ

ポールで働 くことが義務付けられる。学生パスが給付 され、アルバ イ トも認め られる。

(3)は 、中国か ら自力で来た労働者で、労働許可証(WorkPermission=WP)が 給

付 される。肉体労働な どシンガポール人が就 きたが らない職業での貴重な労働力 を担 う。
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雇用パ ス保持者 と労働許可証保持者 との差は大 き く、 「人材」視 され永住者への道が大 き

く開かれているのは雇用パ ス保持者だけで、労働許可証保持者は許可証の更新に制限があ

るほか、シンガポール人 との結婚 も制限 され るなど、外国人労働者 として永住化 しないよ

う様 々な措置が取 られている。

(4)は 、 自費で来た中国人留学生である。(2)と 同 じく学生パ スが給付 されるが 、

アルバイ トは一切認め られていないほか、不法就労の温床視 され、学修途中で も理由なく

更新 されず帰国に追い込 まれることがあるな ど、(2)と は待遇 に違いがある。

回答者49人 を分類すれば、駐在員4人 が(1)に 、招待留学生2人 が(2)に 、労働者

3人 が(3)に 、 自費留学生39人 が(4)に 、その他が1人 に分類で きる。(4)の 自費

留学生が多数 を占めたが、(1)～(4)の うち、 シンガポール政府 と最 も微妙な関係に

あるのが、 この 自費留学生にほかな らない。 自費留学生は、他の三つ と違 い、政府 によっ

て直接流入が促進されたのではな く、パスの有効期間が最 も短いな ど最 も弱い立場 に置か

れ、政府の移民政策に最 も翻弄 され る。 本稿では以下、調査結果の うち、(4)の 自費留

学生39人 に対す る回答か ら、シンガポールの中国人の態様 を明らかにする(%

2-2留 学先にシンガポールを選んだ理由

留学先 にシンガポールを選んだ理由として、39人 か ら47件 の回答 を得たqO}。 この うち最

も多かったのが、「手続 きの簡単 さ」の17件 で、これは、先に述べたシ ンガポール政府の

中国人積極受け入れの移民人口政策と関係 している。

次 に多かったのが 「シンガポールの華人性」の13件 で、「華人が多いか ら」「華語(中 国

語)が 話せ るか ら」「華語の家庭教 師がで きるか ら」 というように、 シンガポールが華 人

社会であることが理由に挙げ られた。華人が多数 を占める 「華人社会」であることが、シ

ンガポールが中国人 をひきつける重要な要素になっていたのである。移民先のホス ト社会

のマ ジョリティとエスニシテ ィを同 じくする とい う、 シンガポールの中国人が他の移民状

況 とは異なる点がここに表われている 〔m。

シンガポールが華人社会であることが大 きな働 きをしていることは、先に述べた、中国

`ω留学生を一時滞在者と見な して移民に含めないことが多いが
、永住や就労する意図ある者にとっ

ても、留学生はとりあえず所属するための格好の身分であ り、最終的には永住するかもしれず、移民から

排除できない。事実、回答 した39人 の自費留学生のうち、7人 が留学が目的ではなく、永住 ・就労 ・結婚が

目的だとはっきり回答 した。
qω以下の回答は全て複数回答を含めている

。
q"こ のほかには

、「清潔で治安が よいから」、「エージェントの紹介」、「親戚がいる」「友人が行 くか

ら」「英語を学ぶ」「職を探せる」 という回答が挙げられた。

京都社会学年報 第10号(2002)



8 鍋倉:還 流する移民

人=華 人 とする多人種主義 に基づいた中国人の積極的な受 け入れ策 と同 じ文脈に位置付け

られる。 中国人とシンガポール華人 との間にギャップがない ことが、シンガポール と中国

人の双方で前提 となっていたと言える。

2-3中 国人が見た、中国人と華人

それでは、中国人とシンガポール華人 との間には どの ような共通点 と相違点があるのだ

ろうか。

中国人留学生が挙 げた共通点 として、33件 の回答 を得た。 この うち、「どちらも華 人」

「外観が同 じ」「人種が同 じ」 「祖先が同じ」 とい う、 どち らもチ ャイニーズとしての、言

わば人種 的 ・先天的 ・原初的共通点 を挙 げた回答が、31件 とほ とんどを占めた。「黄色 い

皮膚 と黒い頭髪」 とい う、中国政府が好む 「中華民族」の イデオロギーがそのまま用い ら

れているのである。これは、先に述べ た中国人=華 人というシ ンガポールへ行った動機 と、

軌 を一にする。

逆 に違 う点 としては、44件 の回答 を得 たが、この うち 「言語」が18件 と最 も多 く、「人

の考え方や態度」が14件 で続 いた。先の 「同 じ点」で、人種 的 ・先天的 ・原初的理 由がほ

とん どを占めたの とは対照 的に、社会的 ・後天的理 由が回答のほとん どを占めている(12)。

同 じはずの華人 と中国人が、実際の社会生活では様 々に異なっているこ とを感 じているこ

とが読み取れる。

続いて、 自分が中国人であることで有利な点 ・不利な点 を挙げて もらった。有利 な点に

関 しては、39件 の回答の うち、「有利な点はない」 とい う回答が18件 を占めた。残 りの21

件の うち19件 が、「中国語ができる ・教えられる」 を有利な点 として挙 げた。先に述べ た、

華語を華人性の核 として位置付ける多人種主義の影響がここにも表れている。

不利な点 としては、41件 の回答の うち、制度面 を挙 げる人が25件 と多かった。 これは、

学生パスの更新 に対する不安など、政府の移民政策に翻弄 されていることを反映 している。

続いて、「英語ができない」「人に見下 される」 というように、シンガポール人(と くに華

人)と の対人状況下で不利だと感 じる回答が13件 と多かった。 日常生活でのシンガポール

華人との間に生 じる溝が うかがえる。不利な点はないと答えたのは、2件 だけであったq3)。

とくに質問項 目を設けたわけではないにも関わ らず、回答者の三分の一が、 シンガポー

働 その他は 「生活習慣」7件
、「外観」3件 、「教育」2件 で、少なくとも 「外観」以外は、社会

的 ・後天的理由である。
q3}その他の回答が1件 あった

。
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ル人に見下 されていることに言及 した。その内容 を一部記すq4〕。

「大部分の シンガポール人は、中国人を見下 している(看 不起中国人)。 とくに中国人女性

は、結婚目当てで来ているのだろうと見下 される。」

「シンガポール華人には、中国人を見下す失礼な者がいる。中国人 と他の外国人 とでは、扱

いが違 う。 シンガポール人は、教育を受け洗練 されていると思っていたので、こんな人がい

るとは思わなか った。」

「私が中国人なので、私に会った時、華語が話せ るのにわざと話 さない人がいる。」q5}

「綺麗な格好を していると、悪いことをする女性 だと見なされる。」

「買い物の時など、私の発音は中国人式 なので、す ぐに私が中国人だと分かって しまう。 し

か し、中国人だと知られて も、私は、中国人式の発音を、シンガポール華人式 に改めるつ も

りはない。」

同 じく質問項 目を設 けたわけではないが、回答者の うち16人 が シンガポール人を見下す

ような言い方をした。発言の内容 を一部記す。

「中国人は頭がいい。 シンガポール人 とは考え方が違う。中国人は物事を多様 に考えることがで

きるが、 シンガポール人は、多 くのことが考えられない。」

「シンガポールは、言葉が標準でない。例えば、『我先走先』や 『吃飽 了没?』 などと言う。『我

先走』『吃飽了?jと 言 うべ きなのに。」

「シンガポール人はよくない。実際 には何 も持ってないのに、 とて もおごっている。華文は悪い

し、英語 も標準でない。」

「中国人はとても親切なのに、 シンガポール人は、度量が とて も小さい。」

「シンガポール人 とは交わ りた くない。」〔161

シンガポールが華人社会で、中国人 とシンガポール華人との間にギャップがないことが、

前提 となっていた。 しか し実際にシ ンガポールに来ることで、中国人と華 人の間の差異が

強調され、ギャップが大 きくなっていると言 えよう。

U4'以下は内容のごく一部で
、とくに露骨な差別表現は割愛した。

〔㈲華人で華語が話せるのに
、中国人相手だと故意に英語を用いる人がいる、ということ。

凪 なお
、回答者のうち38人 全員が、友人は中国人が多いと答えた。
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3中 国人 とシンガポール華人の関係

3-1シ ンガポール華人から見 た、中国人 と華人

一方、 シンガポール側か ら見た場合 、中国人はどのように捉 えられてい るのだろ うか。

シンガポールの現地紙 とくに華字紙 において、最近 シンガポールの中国人関係の記事をよ

く見かける。風呂場で盗撮 を試みたシンガポール華人の家主を中国人留学生が訴えるとい

った単発の記事が夕刊紙q7}の 一面 を大 きく飾るだけでな く、一つの記事が出た後、その

反響 など関係記事が朝夕刊紙あわせて しばらく続 くことが、この問題のシンガポールでの

関心の高 さを示 している。

例えば、中国出身のシンガポールバ ドミン トンチームの選手 と、シンガポール人店主 と

の罵 り合いが、2002年8月24日 か ら数 日、華字紙を中心 に大 きく取 り上げられ、夕刊紙で

は、一面を連 日賑わ した。

少 し前では、 シンガポール華人は華人意識が足 りない、 と中国人社会学者が新聞紙上で

述べる(StraitsTimes1999!12114)と 、シ ンガポール華人の反発 を引 き起 こした。ある シ

ンガポール華人は、「この記事を読んだ瞬間、『マ ジュラシンガプラ』という(マ レー語の)

シンガポール国歌が頭をよぎった」 と言 った。

また、 シンガポール留学経験のある中国人女性作家が、『烏鴉(カ ラス)』 とい うシンガ

ポールを舞台 にした 自伝風の小説を中国で発表すると、シンガポールで大 きな反響 を呼ん

だ。中国人の主人公が、 自費留学生 として シンガポールにやって来て、英語学校に学生 と

して所属 しなが ら、要人の愛人、売春等 を経て、不法就労が発覚 し、最後は愛人 を海に沈

めるとい うス トー リーの中で、登場人物の中国人たちは、次のような科 白を続ける。

「シンガポールでは、私たち中国か ら来た女性は 「小竜女」 と呼ばれ る。...小 竜女 とはす

なわち売春婦のこと。」(p1)

「私 たち(中 国人)は 、上か ら下まで、彼ら(シ ンガポール人)と は、全 く違 う」(p256)。

この科白は、私が聴 き取った中国人留学生の言葉 と、表現 は違 うが内容は同 じだ。 シン

〔且7〕シンガポールでは現在
、政府系の一社 しか新聞社がないと言ってよい。英語、華語、マレー語、

タミル語の公用4言 語でそれぞれ朝刊紙を発行 しているほか、夕刊 として、英字紙1紙 と、華字紙2紙 を

発行している。政府のオフィシャルペーパーで しかない朝刊に比べて、夕刊の方が読者の関心に応えよう

とする姿勢が若干見られる。
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ガポールで現在 日常的に感 じられる、 シンガポール華人 と中国人 との軋礫が、生々 しく率

直に書かれていることが、反響 を呼ぶ理由となったのである。夕刊紙は連 日一面 トップで

『烏鴉』関係の特集 を組 んだほか、朝刊紙 で も投書欄 に連 日 『烏鴉』バ ッシングの投書が

載った。

3-2シ ンガポールの 日常風景での中国人

シンガポールでは現在、中国人 を見かけることが多いが、以下は、筆者が見かけた事例

の具体的描写である。

郵便局で、大荷物を梱包 中の若い女性が、「請給我肢 条」(テ ープをくだ さい)と 、郵便

局で イン ド人風の郵便 局員にいきな り中国語で話 しかけ、郵便局員が戸惑いの表情 を見せ

た。華人だけでな く、マ レー人、 インド人などが共に暮す多人種社会シンガポールで、各

人種間の区別に敏感な シンガポール華人や隣国のマ レー シア華人であれば、決 してイ ンド

人風の人物 に中国語(華 語)で 話 しかけた りは しない。 シンガポールで これは実 に異様な

光景である。そ してこの異様 さの主である若い女性が 中国人である とい う認識が、華人、

マ レー人、イン ド人を含めたその場 に居合わせた全員によって共有 される。

また、筆者が シンガポールで タクシーに乗 ると、不機嫌な華人運転手が多かった。筆者

を中国人だ と勘違 い したのであ る。 ある運転手 は、筆者に下手な英語で行 き先を尋ねた。

この運転手は英語 よりも華語が得意なことは、華語放送のラジオを流 していることから明

らかである。 同じく下手な英語で応答する筆者 と、英語での奇妙な コミュニケーションが

続いた。筆者を中国人だ と見な しているな ら華語で話せばいい ように思 うが、中国人相手

に自分の 「標準」でない華語を用いたが らず、中国人よ りは上手だ と信 じている奇妙な英

語を用いたが るところに、シンガポール華人の中国人に対す る複雑な反応が表われている。

そ して、筆者が 日本人だ と知るや、運転手 は 「なんだ日本人なのか、中国か ら来たのだ と

思った」な どと言って急に打ち解けた ように愛想よ く話 し出すのだった。

シンガポール華人の老人たちの道端でのお しゃべ りでは、近所に最近住み始めた中国人

女性のことを皆で非難 していた。 その子供が名前を付けず に 「オイ、 オイ」 と呼んだこと

が きっかけで確執が生 じ、つ いにはその女性 に 「中国人が シンガポールに来てシンガポー

ル人に敬意を払わないのはどうい うことだ」 とい うようなことを言ってやった と、老人の

一人は得意げに話 した
。そこへ、同 じく近所 に住むマ レー人の老人が通 りかか り、老人た

ちとマ レー語で親 しげに話 し始めた。華人の老人たちは、中国人 よりもマ レー人の方が 自

分たちに近い と見なしているようであった。
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4本 稿の事例 から

4-1多 人種主義のゆらぎ

以上の事例は、まず多文化主義に関 して、次のような意味がある。従来の シンガポ』ル

では、華人 と非華人 を対比 し、両者の軋櫟 を問題にすることが多かった。そ して、この軋

櫟 を利用 して華人 と非華人 を巧みに分割 していたのが、先に述べた多人種主義政策であっ

た。中国人の大量受け入れ も、華人性の強化 として、多人種主義政策の強化 の一環だ と捉

えられる。 しか し、多人種主義の強化によって多人種 主義がゆらぐという意図せざる結果

が生 じている。す なわち、中国人を大量 に受け入れて多人種主義を強化 した結果、多人種

主義の下では同 じ 「華人」に括 られるはずだった中国人とシンガポール華人 との問に溝が

生 じ、その分類を無意味に しているのである。中国人学者へ の憤 りか ら 「マジュラシンガ

プラ」が頭 によぎったシンガポール華人や、中国人の隣人よ りもマ レー人の隣人と親 しく

話 をす る老人の ように、中国人 よりもむしろ、シ ンガポールのマ レー人やイ ンド人の方 を

自分たちに近いとも見な し始めることす らあるのだq8)。

一方、多人種主義のゆ らぎを巧みに自分の もの にしてい るのが、中国人留学生である。

そもそも、多人種主義は、中国人大量受け入れのプル要因 として働いていた。 さらに、多

人種主義において華人の 「母語」 として促進 される華語が、現実 には多 くの場合 において

母語ではない。 この乖離 の結果、華語 を 「母語」 として教える教 師が必要 とな り、「母」

代わ りに 「母語」 を教 える家庭教師 として、中国人留学生が重宝 されているのである。あ

る中国人留学生は、週のべ25軒 の家庭教師 を掛け持ち し、 シンガポール中を飛び回ってい

た。多人種主義の現実 との乖離が、 シンガポールでの留学費用の貴重な資源 となっている

のである。

4-2華 人 と中国人について

最後に、華人 と中国人の関係について整理 し、今後の課題について明 らかにする一助 と

したい。

華人と中国人に関す る研究 としては、中国外で育った華人の中国訪問をとり上げた研究

q8}しか し、2001年9月11日 のテロ事件後、非イスラム対イスラムという図式が、非イスラム=華 人

と、イスラム=マ レー人(非 華人の代表)を 対比させる際の格好の図式として利用されている。この図式

が多人種主義強化にとって都合がいいことは言うまでもない。
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(Ang1993,Louie2000な ど)が ある。 この場合、中国におけるマジョリテ ィのネーシ ョン

としての中国人に対 して、中国外のエスニ ック ・マ イノリテ ィとして華人が位置付 けられ

る。華人は中国外の所属国家でマ イノリテ ィである上に、中国に赴 いても中国語が話せな

いことな どか ら、マイノリティ化 される。これは、単に中国 とい うネーシ ョン ・ステー ト

におけるマ イノリテ ィであるだけでな く、チャイニーズネスにおいて もマ イノリテ ィ化 さ

れる。

これに対 して、本稿で とり上げた事例 は、シンガポールにいるマジ ョリテ ィとしての華

人に対する、中国人である。中国人はそもそも所属 国家においてマジ ョリテ ィのネー ショ

ンであ った。それが、 シンガポールにおいて もチ ャイニーズとしてマ ジョリテ ィに位置付

けられ るはずだったのが、実際には華人及び中国人自身の双方でマイノリテ ィ化 されてい

ることが明らかになった。 しか し、単にそのままマイノリテ ィ化 されないのがこの事例の

特徴である。多人種主義における分類上 はマジ ョリティと同 じく華 人である上に、華語に

見 られ るように、 よりチ ャイニーズネスを体現する者 として位置付 けられる。 シンガポー

ルというネー ション ・ステー トにおいてマ イノリテ ィであるはずの中国人が、実は背後の

チ ャイニーズとしてのネーシ ョン ・ステー トとしてはより大 きな中国を抱 えているとい う

点では、マ イノリティでなく、ここにね じれ現象が生 じているのである。

むすびに

以上述べて きたことをまとめると、 まず中国か らの人口移動のプル要因として、多人種

主義に基づ いた、 シンガポール政府の中国人受け入 れ政策があった。 これは、人種別の違

いを強調す る多人種主義の延長で、ステー トによる、エスニ シティさらには人種の強化だ

と言える。前提には、華人=中 国人というエ スニシテ ィ ・人種観があった。

一方、 シンガポールの中国人 自身も、中国人=華 人というこ とが、シンガポールを選ん

だ有力 な理 由となっていた。 しか し、 シンガポールへ行ってみると、中国人 と華人の差異

が強調 されるようになった。

同様 に、 シンガポール華人 も、中国人との差異が強調され、同 じシンガポール人 とい う

ネーシ ョンを共有する者 として、マ レー人やイン ド人との親近感が芽生えているとも言え

る。

これは、ステー トによるエスニシテ ィの差異の強調の結果、む しろネー ションの差異が

強調 され、エスニ シティの差異の強調が薄 まる、 とい う意図 しない結果が生 じていると考

えられる。
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本稿で用 いたのは、あ くまでパ イロ ット的な調査 であ るが、それをベースに、中国人、

シンガポール華人、政府の関係 をもっ と洗練化 して捉 え、移民研 究やエスニシテ ィ研究、

華人研究など様 々な研究 と結 びつ け、これらの諸研究に新 しい視点 を提供 してい くことが、

本稿 に課せ られた課題であろう。

(本稿 は、財団法人 松下国際財団 「松下アジアスカラシップ」の助成 を受けた研 究 「シン

ガポール 『多人種主義』に関す る比較社会学的研究」の成果の一部である。)
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A Case Study of Chinese Nationals in Singapo

Satoshi　 NABEKURA

     Singapore is known as a multi-racial society that consists of Chinese, Malay, 

Indian and Others. Today we can see a new group known as `Chinese Nationals', who 

are new immigrants from China. The fact that the majority of the host society 

Singapore and immigrants to Singapore share the same ethnicity of Chinese is unique. 

     From my pilot survey conducted in Singapore, I found that the sameness of 

ethnicity played a very important part in attracting immigrants to Singapore, but both 

Chinese Nationals and Chinese Singaporeans found differences amongst each other 

after meeting in Singapore. Some Chinese Nationals said that they are looked down 

upon by Chinese Singaporeans, and that they also look down on Chinese Singaporeans 

themselves. More interestingly, some Chinese Singaporeans felt Malay Singaporeans 

to be nearer to themselves than Chinese Nationals. 

     This shows unintended consequences of the migration policy based on the 

sameness of Chinese and the ethnic policy in general that emphasizes distinction 

between ethnic groups. From this case we can also see interesting relations between 

ethnicity, nation(ality) and nation-state. Consequences of the state emphasizing 

ethnicity include difference of nation rather than ethnicity being emphasized, and the 

distinction of ethnicity in nation-state being reduced.
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